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未来型図書館の機能のあり方について
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結果整理1

対話①で各グループで洗い出されテーマが、対話②のどのテーマと関連性が深いかを整理

※整理作業中のオンラインホワイトボードmiroの作業画面キャプチャ

対話②に向け設定した

8つのテーマ

対話①でそれぞれのグ

ループが洗い出した

テーマ

第1回ワークショップ対話結果考察のプロセス
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対話②の各テーマ

個々の付箋に書かれた言葉

各テーマのもとに
見えてきた視点（カテゴリー）

※カテゴリーを整理した文書

※対話②の結果も同様に整理

結果整理2 

対話②の各テーマのもとに、どんな視点（カテゴリー）が出てきているかの洗い出し

第1回ワークショップ対話結果考察のプロセス
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各テーマ内に現れた視点（カテゴリー）

①「過ごし方、場、空間のあり方」

⚫ 過ごし方・居方

⚫ 施設でしたいこと

⚫ 場のあり方

⚫ 空間・環境

⚫ 機能（設備・ハード）

⚫ 機能（サービス）

⚫ 施設のあり方（役割）

⚫ 施設のあり方（機能・立地等）

⚫ まちのあり方

⚫ 場のつくり方

②「小松を知る、小松を発信する
（人、モノ、コト）」

⚫ まちを知る・学ぶ

⚫ まちの活動との接続・発信

⚫ まちを伝える・発信の拠点

⚫ まちの情報のハブ

⚫ まちの生活を支える情報

⚫ 小松らしさ

③「本×デジタル、情報の検索・探索」

⚫ メディア・情報のあり方

⚫ 情報との接続・出会い

⚫ 技術の活用

⚫ まちの情報

⚫ 情報を使う

⚫ リテラシー

④「社会参加、課題発見・課題解決」

⚫ 支え合う・強みを活かす

⚫ 課題・悩みを共有する、問題解決

⚫ 事業支援

⚫ 人や情報との接点

⚫ 活動の場

⚫ 参画

⚫ 地域を活かす

⚫ 関係性・場のあり方

第1回ワークショップ対話結果考察のプロセス
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⑥「出会い、交流、つながり」

⚫ 関心の近い人と出会う

⚫ 出会いから活動へ

⚫ 多様な人との出会い・交流

⚫ つながり・コミュニティをつくる

⚫ 出会うきっかけ・仕掛け

⚫ 知識・情報との出会い・つながり

⚫ 体験・活動を通して出会う・つながる

⚫ 出会いと学び

⚫ 出会う喜び

⚫ 出会うことでの課題解決

⚫ 発信の出会い

⚫ 助け合う出会い

⚫ ラブな出会い

⚫ 仕事

⚫ 子育て

⑧「新しいスタート・チャレンジ」

⚫ スタートのきっかけ

⚫ 個人のチャレンジを支援

⚫ 公共施設としてのチャレンジ（場・ハード）

⚫ 公共施設としてのチャレンジ（取り組みなど）

⑦「ダイバーシティ・インクルーシブ
（多様性、社会包摂）」

⚫ 多様性

⚫ 支え合う・支援

⚫ 自分を活かす

⚫ 誰にでも優しい環境

⚫ 多様性を知る

⚫ インクルーシブな環境をつくる

⚫ 交流の機会

⚫ 健康寿命を延ばす

⚫ 支える仕掛け

⑤「情報をつくる、情報からつくる」

⚫ まちの情報を編集する

⚫ 表現する

⚫ 発信・共有の場

⚫ まちの情報のハブ

⚫ 情報を収集する

⚫ 情報を活用する

⚫ 知る・学ぶ

第1回ワークショップ対話結果考察のプロセス
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※整理作業中のオンラインホワイトボードmiroの作業画面キャプチャ

※各テーマごとに色分けの上、カテゴリーを書き出し

第1回ワークショップ対話結果考察のプロセス



7※整理作業中のオンラインホワイトボードmiroの作業画面キャプチャ

第1回ワークショップ対話結果考察のプロセス

結果整理3

各テーマやカテゴリーがどのような関係性にあるかを考察
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第1回つながるミーティング結果を踏まえた未来型図書館テーマ内関係整理とテーマ連関図

テーマ内関係整理図

各テーマのなかで出てきた視点（カテゴリー）がテー

マのなかで、もしくは他のテーマのカテゴリーとどの

ような関係にあるかを整理した図。

テーマ連関図

未来型図書館がどのような体験を生んで、どのように

まちに作用していくか、そのために未来型図書館はど

のような施設となるべきかを考える土台として、つな

がるミーティング第1回の結果全体を整理した図。

これからの委員会での議論やつながるミーティングを

踏まえて更新していきます。



機能
（サービス）

子育て支援、健康支援、娯楽・エンタメ機能、
情報との接点、イベント招致

機能
（設備・ハード）

ミーティングスペース、集中スペース、ワーク
スペース、発表スペース、駐車場、ネット環境、
カフェ、リラックス機能、子育て支援機能、健
康支援機能

場の
あり方

自然に触れられる、癒しの場、おしゃべりして
もよい、各世代がそれぞれの過ごし方で共存、
豊かな空間

場の
つくり方

積み立て方式で充実、対話の方法、まちづくり

まちの
あり方

住民主体のまちづくり、まちが新しくなる、ラ
イフスタイルの形成、出会いがあるまち、図書
館が拠点となる

施設の
あり方

（ハード・立地等）
機能の複合化、アクセスが
良い、分散図書館

空間・
環境 すてきな椅子、公園、本に囲

まれる

施設の
あり方
（役割）

地域の人が誇れる、伝統・文化の継承・若い世
代の活動を支援、暮らしを支える

施設で
したいこと

活動の場

発表する、企画する、表現する、飲食する、も
のづくり、学び合う、ミーティング、仕事をす
る、勉強する、交流する

過ごし方、
居方

自由・思い思いに過ごす、くつろぐ、目的なく
いられる、毎日行く、休日を過ごす、シニアが
過ごす、学生たちが過ごす、家族と過ごす、一
人で過ごす

テーマ内関係整理 ①「過ごしかた、場・空間のあり方」

事業支援

出会う
きっかけ・
仕掛け

誰にでも
やさしい
環境

支える
仕掛け

公共施設として
のチャレンジ
（場・ハード）

公共施設として
のチャレンジ
（取り組み・
施設のあり方）

①「過ごしかた、場・空間のあり方」 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

⑤「情報をつくる、情報からつくる」 ⑥「出会い、交流、つながり」 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」 9

該当のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

他のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

作用の関係「○○が→△△に作用す
る」※実線・破線は可能性の強弱

ワークショップの付箋で出てきた内
容（表現は適宜調整）



テーマ内関係整理 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」

①「過ごしかた、場・空間のあり方」 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

⑤「情報をつくる、情報からつくる」 ⑥「出会い、交流、つながり」 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」

小松らしさ
テーマ配架に小松の特色を

まちを
伝える
発信の
拠点

人・モノ・文化、工芸、能・勧進帳、まちのこ
とをわかる・知る、まちのことを好きになる、
まちの魅力の発信

まちを
知る・学ぶ

まちの歴史・文化を知る、まちの暮らしを知る、
まちのよいところを発見する

まちの
情報の
ハブ

まちの
情報の
ハブ

情報の入り口、まち全体が図書館、図書館と地
域の各所をつなげる、まちの活動の可視化・接
続

施設の
あり方
（役割）

まちの
生活を支える
情報

土砂災害や山の現状について、
生活に役立つ学び

情報との
接続・
出会い

知識・情報
との出会い
・つながり

まちの情報

メディア
情報の
あり方

情報を使う

まちの
活動との
接続・発信

まちで起こっていること、まちの出来事、まち
のイベント、まちの魅力

人や
情報との
接点
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該当のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

他のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

作用の関係「○○が→△△に作用す
る」※実線・破線は可能性の強弱

ワークショップの付箋で出てきた内
容（表現は適宜調整）



テーマ内関係整理 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」

①「過ごしかた、場・空間のあり方」 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

⑤「情報をつくる、情報からつくる」 ⑥「出会い、交流、つながり」 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」

まちの情報

まちの歴史、まちのいろいろな資源、どこに何
があるか、施設同士がつながる

技術の
活用

AI、VR、ロボット、対話・コンシェルジュ、
自動化

リテラシー
使い方を支援する

情報を使う 調べ物、情報収集、活動が
もっと楽しくなる

まちの
生活を支える

情報

メディア
情報の
あり方

デジタル・電子書籍、音で聞く、新聞、確かな
情報、新しい情報

まちの
情報の
ハブ

まちの
情報の
ハブ

まちを
伝える
発信の
拠点

まちを
知る・学ぶ

情報との
接続・
出会い

知識・情報
との出会い
・つながり

未知との出会い、最新技術との出会い、関連性に
よる拡がり、知識・人・自分との出会い、知識を
人に共有する、家で本を選ぶ、情報のコンシェル
ジュ、インプットの機会（講演会等）

人や
情報との
接点

支える
仕掛け
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該当のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

他のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

作用の関係「○○が→△△に作用す
る」※実線・破線は可能性の強弱

ワークショップの付箋で出てきた内
容（表現は適宜調整）



テーマ内関係整理 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

①「過ごしかた、場・空間のあり方」 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

⑤「情報をつくる、情報からつくる」 ⑥「出会い、交流、つながり」 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」

関係性
場の
あり方

投げかける場、NPOセンター・
市役所・公民館

施設で
したいこと

活動の場

発表する、企画する、表現する、飲食する、も
のづくり、学び合う、ミーティング、仕事をす
る、勉強する、交流する

事業支援

ポップアップショップ、チャレンジショップ、
人・団体とつながる、必要な知識を得る

施設の
あり方
（役割）

場の
つくり方

情報との
接続・
出会い

知識・情報
との出会い
・つながり

未知との出会い、最新技術との出会い、関連性に
よる拡がり、知識・人・自分との出会い、知識を
人に共有する、家で本を選ぶ、情報のコンシェル
ジュ、インプットの機会（講演会等）

人や
情報との
接点

課題・悩みを
共有する
問題解決

出会う
ことでの
課題解決

悩みを共有する・相談する・共感する、同じ目
的のもとに対話の機会、課題発見のランドマー
ク、悩みを話し合える・集える場所、知恵を出
し合い助け合う、助け合うマッチング、問題解
決

参画

行政と市民活動のマッチングする場、起業も参
加・応援、まちづくりの拠点、共働・協働、課
題から行動へ

支え合う・
強みを
活かす

自分を
活かす

自分の強みを活かす、お互いの強みを活かす、
学んだ知識を生かす、支え合う、知る・学ぶ・
活かすのサイクル

機能
（サービス）

機能
（設備・ハード）

情報を
活用する

出会う
きっかけ・
仕掛け
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該当のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

他のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

作用の関係「○○が→△△に作用す
る」※実線・破線は可能性の強弱

ワークショップの付箋で出てきた内
容（表現は適宜調整）



テーマ内関係整理 ⑤「情報をつくる、情報からつくる」

①「過ごしかた、場・空間のあり方」 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

⑤「情報をつくる、情報からつくる」 ⑥「出会い、交流、つながり」 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」

情報を
収集する 年配者の知恵を引き出す

表現する

自分の本をつくる、音楽（演奏）をする、自己
表現の方法を学ぶ

まちの
情報を
編集する

情報との
接続・出会い

コーディネート機能、まちの情報（場所・人・
コト）をまとめる、関連と拡がり、情報のコン
シェルジュ

まちの
情報の
ハブ

まちの
情報の
ハブ

情報の入り口、まち全体が図書館、図書館と地
域の各所をつなげる、まちの活動の可視化・接
続

発信・
共有の場

発信の
出会い

自分を発信する、活動を発信する、“やりた
い”を発信・対話し合える、人に伝える

知る・
学ぶ 寺子屋、みんなが教え・教わ

る

参画
情報を
活用する

知恵の交換、オープン井イノベーション（参画
して課題解決）

まちの
生活を支える
情報

まちの情報

メディア
情報の
あり方
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該当のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

他のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

作用の関係「○○が→△△に作用す
る」※実線・破線は可能性の強弱

ワークショップの付箋で出てきた内
容（表現は適宜調整）



テーマ内関係整理 ⑥「出会い、交流、つながり」

①「過ごしかた、場・空間のあり方」 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

⑤「情報をつくる、情報からつくる」 ⑥「出会い、交流、つながり」 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」

小松市との
出会い 市外の人が小松市のことを知

る

多様な人との
出会い
交流

様々な世代・職種・国籍の人と出会う、新しい
人と出会う、つながりができるスペース

体験・活動を
通して
出会う
つながる

文化体験・集える場所

出会いから
活動へ

仲間と活動する、興味・関心を深掘りする、
「やりたい」ことでつながる

発信・
共有の場

発信の
出会い

自分を発信する、活動を発信する、“やりた
い”を発信・対話し合える、人に伝える

出会う
きっかけ・
仕掛け

交流イベント、様々なことを教え合えるスペー
ス、本を通して出会う、活動の場が提供されて
いる、行けば知り合いがいる

新しい
人と
出会う

若者が出会う、シニアが出会う、共通項（趣
味・目的）のもとに出会う、若い人たちが共通
の趣味から出会う

ラブな
出会い

課題・悩みを
共有する
問題解決

出会う
ことでの
課題解決

悩みを共有する・相談する・共感する、同じ目
的のもとに対話の機会、課題発見のランドマー
ク、悩みを話し合える・集える場所、知恵を出
し合い助け合う、助け合うマッチング、問題解
決

助け合う
出会い 子育て

つながり
コミュニティを
つくる

人・コトとつながる、人的交
流

仕事に
関わる
出会い

仕事を知る・体験できる、異業種間での交流、
企業同士の交流、地域産業との出会い

出会う
喜び

情報との
接続・
出会い

知識・情報
との出会い
・つながり

未知との出会い、最新技術との出会い、関連性に
よる拡がり、知識・人・自分との出会い、知識を
人に共有する、家で本を選ぶ、情報のコンシェル
ジュ、インプットの機会（講演会等）

人や
情報との
接点

機能
（サービス）

支える
仕掛け
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該当のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

他のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

作用の関係「○○が→△△に作用す
る」※実線・破線は可能性の強弱

ワークショップの付箋で出てきた内
容（表現は適宜調整）



テーマ内関係整理 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」

①「過ごしかた、場・空間のあり方」 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

⑤「情報をつくる、情報からつくる」 ⑥「出会い、交流、つながり」 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」

多様性
多世代交流、障害者の方と自
然に触れあう環境

参画

支える
仕掛け

ボードゲーム、絵本の読み聞かせ、健脚体操、
学べる本を増やす、AIの活用、筆談サービス

支え合う・
強みを
活かす

自分を
活かす

自分の強みを活かす、お互いの強みを活かす、
学んだ知識を生かす、支え合う、知る・学ぶ・
活かすのサイクル

多様性を
知る 一つのテーマに深掘りできる

支え合う・
交流 支援体制づくり、ボランティ

ア

交流の
機会

シニア・子どもの交流、市民活動、支えるサー
クル

健康寿命を
延ばす 積極的な外出、シルバークラ

ブ活動、健康体操

インクルーシブ
な環境を
つくる

書籍のコーナーをつくる、健常者への周知、障
害者からの意見を聞く、各分野のエキスパート
を発掘

誰にでも
やさしい
環境

高齢者が来たくなる、空間についてアイデアを
出す、VRの活用、実際に来られない人に寄りそ
う、外国人にやさしい、車イスでも楽しめる、
通訳、環境整備

技術の
活用

機能
（サービス）

機能
（設備・ハード）

課題・悩みを
共有する
問題解決

出会う
ことでの
課題解決

施設の
あり方
（役割）
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該当のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

他のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

作用の関係「○○が→△△に作用す
る」※実線・破線は可能性の強弱

ワークショップの付箋で出てきた内
容（表現は適宜調整）



スタートの
きっかけ 新しいスタートを考える

人生の
チャレンジを

支援

仕事について学び知る場、やりたいことの知識
を得る、人生の集大成をしたい

情報との
接続・
出会い

知識・情報
との出会い
・つながり

人や
情報との
接点

テーマ内関係整理 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」

①「過ごしかた、場・空間のあり方」 ②「小松を知る、小松を発信する（人、モノ、コト）」 ③「本×デジタル、情報の検索・探索」 ④「社会参加、課題発見・課題解決」

⑤「情報をつくる、情報からつくる」 ⑥「出会い、交流、つながり」 ⑦「ダイバーシティ、インクルーシブ（多様性、社会包摂）」 ⑧「新しいスタート、チャレンジ」

参画

事業支援
仕事に
関わる
出会い

公共施設として
のチャレンジ
（場・ハード）

「本」のあり方、新しい体験ができる設備、機
能融合、静と動の共存、自然との共存

公共施設として
のチャレンジ
（取り組み・
施設のあり方）

世界とつなぐ・交流、情報発信、地域の自然と
の共存 機能

（サービス）

機能
（設備・ハード）

施設の
あり方

（ハード・立地等）

施設の
あり方
（役割）
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該当のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

他のテーマ内で、見えてきた視点
（カテゴリー）

作用の関係「○○が→△△に作用す
る」※実線・破線は可能性の強弱

ワークショップの付箋で出てきた内
容（表現は適宜調整）



未来型図書館テーマ連関図
（第1回つながるミーティング結果より）

施設での体験によってもたらされること

施設ですること・活動・体験
施設を通して、まち全体で
体験すること

施設からの仕掛け

まちの
あり方

施設で
したいこと

過ごし方・
居方

機能
（サービス）

機能
（施設・ハード）

施設の
あり方
（役割）

施設の
あり方

（機能・立地等）

つながる・
コミュニティを

つくる

参画する
問題発見
問題解決

交流・出会う
仕掛け

情報の
あり方・形態

多様性を支える
仕掛け

活動を
支える・促す
仕掛け

市民活動支援
市民協働

ダイバーシティ
インクルーシブ

人と
出会う

情報と
出会う

表現する 発信する
共有する

まちの情報を
編集する

まちの情報の
ハブ

地域を
支える・育む

情報を
活用する

まちを
知る・学ぶ

まち全体の
こと

施設そのもののこと

17

未来型図書館を検討していく上で意識していく必要があると考えられる要素。

未来型図書館がまちの中で担っていくべき中核となるようなものになる可能性がある要素。

作用の関係「○○が→△△に作用する（影響する）」

施設そのもののこと。施設とそのなかもしくはまち全体で起こる体験（上部赤枠内）は相互作用の関係にある。

場の
つくり方 場のあり方



第2回未来型図書館基本構想策定委員会での論点

「未来型図書館は、
小松市というまちのなかで、どのような役割を担い、どのような機能を持っていくか」

18

未来型図書館が施設まちの
中でどのような役割を担っ
ていくか。

⚫ ビジョン
⚫ コンセプト
（基本理念等）

につながる要素となる

【議論事項①】



第2回未来型図書館基本構想策定委員会での論点

「未来型図書館は、
小松市というまちのなかで、どのような役割を担い、どのような機能を持っていくか」

19

①で検討した役割のもとで、
未来型図書館はどのような
機能を持っていくか

⚫ 施設の機能・サービス

につながる要素となる

【議論事項②】



学びの杜ののいちカレード（石川県野々市）
［（仮称）野々市市新市立図書館・市民学習センター基本構想 https://www.city.nonoichi.lg.jp/uploaded/attachment/1003.pdf］

基本理念

• 新図書館・市民学習センターを市全域を対象とした生涯学習の新たな拠点として「学びの杜ゾーン」に整備し、市
民の学びと文化・芸術・創造、情報発信、市民協働におけるシンボルとして位置づける。

• 新図書館と市民学習センターの機能を一体的に捉え、それぞれの機能を連携させ、潜在的な利用者を呼び起こし、

市民による生涯学習活動を活発化させる。
• 当該施設だけではなく、続いて整備される「にぎわい交流ゾーン」の施設をはじめ、近隣の大学や学校、生涯学
習施設等との協力・支援・連携を積極的に行い、それぞれの特徴となる機能を活かしながら効果的な運営を行
う環境づくりを行う

理念を
実現する
ための機能

【参考】他施設の基本構想の記載

図書館機能

⚫ 資料の収集及び保存

⚫ 学習支援

⚫ 学校図書館支援

⚫ 特色ある施設機能

市民学習センター機能

⚫ 生涯学習・文化・芸術ゾーン

⚫ 憩いと交流ゾーン

⚫ 市民協働の支援

現在の施設

出典：「学びの杜ののいちカレード」、

https://www.kaleido-nono1.jp/facility/、野々市市

（最終閲覧日：2022年8月23日）

https://www.kaleido-nono1.jp/facility/


⚫ 開催日：9月17日（土）13:30～16:30

⚫ 会場：小松市役所７階会議室

１ 2 3

7月 9月

既存施設等
実際に見て、発見して

気づく・発見する

まち歩き

「まちを歩いて発見しよう」

第2回
予告

目標

小松市に存在する（もしくは足りない）地域資源（ヒト・モノ・コト・場所）を

発見・検証する



気づき、発見したことを

＜わたしたち＞の
ことばにする

地域資源（※）マップづくり

※地域資源：小松市に存在する「ヒト」・「コト」・「モノ」・「場所」

１ 2 3

7月 9月

⚫ 開催日：9月19日（月・祝）13:30～16:00

⚫ 会場：小松市役所７階会議室

「こまつ地域資源マップをつくり可視化しよう」

第3回
予告

目標

まちの資源と「未来型図書館」をつなげて、

まちでどんなことができるようにしたいかマップとしてかたちにする


